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歴史に刻まれる
本校の先輩達

現在の卒業生名簿は、戦後の学制改革によ

り、斐川村立荘原小学校として新たなスター

トを切った昭和２２年度卒業生（Ｓ２３年３

月卒業）から始まっています。

それから６７年という年月を重ねて、平成

２６年度卒業生（Ｈ27年3月卒業）をもって、

７，４８１人の名前が名簿に刻まれています。

この数字は、平成２７年１２月末の荘原地区

の人口７，２７７人を上回る数となりました。

しかし、荘原小学校が現在地に開校したの

は、大正９年７月１５日です。この年（Ｔ10

年3月卒業）以降の卒業生も加えれば、荘原地

区の小学校卒業生の数はさらに多くなります。

現在学校に残る卒業生名簿によれば、荘原村

尋常高等小学校の尋常科修了生が大正９年度

（Ｔ10年3月卒業）から昭和１５年度（Ｓ16年

3月卒業）の間に２，１５５人。昭和１６年度

（Ｓ17年3月卒業）から昭和21年度（Ｓ22年3

月卒業）までの国民学校時代に、７５７人の

名前が刻まれています。

以上の数を合わせてみると、現在地に開校

後９４年の間に、１０，３９３人の卒業生を

送り出したことになります。加えて、荘原小

学校の学校史には、神庭小学校、三絡小学校

としての歴史もあります。『開校百年史』に記

載された記録によれば、神庭・学頭校の明治

８年から大正９年までの本校卒業生の数は、

約１，４１４人、三絡校の明治２２年から大

正９年までの卒業生が約４８０人を数えます。

これを合わせれば、荘原地区での小学校卒業

生は、１２，０００人を越えるのです。


